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○スマートシティ実施都市の更なるスマートシティサービスの検討・実装を支援するために、「スマートシティサービ
スの連携ユースケース」を作成。
・各地のスマートシティサービス事例を基に、複数のスマートシティサービスが連携する姿を整理
・複数の関連するサービスが連携することで、より利便性の高いサービスに繋がることを提示

スマートシティサービスの連携ユースケース
５つのパターン５つのパターン 観光・地域活性化分野、防災分野の中から比較

的ニーズの多い内容を５つのパターンに整理し、
複数サービスの連携した姿を提示

AIカメラを用いて「まちなかの情報」を取得した、データを用
いたまちづくり
アプリを用いた「まちなかの情報」の提供による、賑わい創出
パーソナライズ情報提供等による、災害発生時の避難支援
の迅速化・高度化
発災箇所のリアルタイムデータの共有等による、情報伝達
の迅速化
3D都市モデルを用いた被害状況の可視化等による、様々
な防災の取組の高度化
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個別のスマートシティサービスを連携させたユースケー
スをわかりやすく示すために、複数パターンを整理し、
それぞれ、全体像（イメージ）・サービス概要・デー
タ体系・技術について整理した。

サービス概要 データ体系 技術

スマートシティモデル事業等推進有識者委員会

▼各論点についてパターンごとに１枚ずつ整理

※当委員会の意見を伺い、本連携ユースケースを作成


